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宅

w
A

堤
肥
湿
の
霊
園州
忠
告
全
世
左一

巳
於
て

.
民
主

η
開
催
す
る
こ
と
に
な
一三
。
菰

{第初号品)穏和3:1年6月2S弓克己り(三)

ー…町民の声から…

寅りの秋に寄ぜて

いま 'かね町政~tナよ

師

-4
B

り
の
紋
e

お
祭
り
の
京

館

山
習
が
審
レ
て
い

注
す
。

今
年
比
‘

時
書
凶
作
の
あ
と

だ
け
に
.
危
ん
と
し
て

ら
間
以

で
あ
っ
て
ほ
し
い
年
で
し
た
。

し
た
が
っ

て
、
村
人
的
明
精

R
F

突
か

ι

ヴ
て
い
る
が
.
一
h
f
.
基
主
、

σゆ
む
か

凡
亡
い
ゐ

Mm
に
上
っ
て
出
提
得
れ

地
日
比
よ
ra
u
或
童
心
一独
自
利
用
に
p
a

る
開
設
君
式
が

w

山
電
聾
に
よ
る
M

骨
髄
一得
出用
で
な
い
か
と
考
え
る
・

均
的
問
到
に
よ
旦

混

乱

一

深
続
心
土
訴
の

ま

に
つ
h

t
増
し
て
し
る
実
情
で
あ
り
、
一
て
私
最
も
重
要
な
改
呉
心
方
法

ζ

山
こ
と
は
河
れ
司
抑制
L
E
凶
が
一
で
あ
る
が
品
開
々
に
器
続
ル
唯
涯

米
町
し
て
も
卒
恵
に
認

の
て

と

把
出活
用
と
招
ま
っ

て
作
土
士
浬

-Q

事
長
で
あ
る
が
二
町
宮

t
u
一提
唱
す
る
方
昌
生
探
理
す
ベ
量

中
で
地
力
の
鴎
翠
」
司
鉛
然
畑
一で
な
い
か
、
又
土
銭
円
住
耳
か

地
地
主
凶
る
-
一
と
は
予
後

ω口
一ら
把
持
由
設
段
カ
ポ
極
め
て
伝
一

4

開

勺
に
負
阻
害
れ

h
f
び
し

一
いγ
主
位
に
あ
る
句
で
泡
有
申
有
一

い
訴
担
で
も
あ
り
援
制R
C
成
否
一柏
町
結
罵
か
ら
分
宿
す
る

こ
と
は
一

心
錠
と
見
る
こ
と
が
出
米
石
田

一今
後
四
研
究
に
ま
つ
方
が
多
い

一

必
の
土
摂
但
表
土
出
品判
ゲ
岳
火
一と
4
4
え
る
が

一
考

t
要
す
る
問
一

γ

山
攻

t
M問
透
し
た
え
山
世
土
議
一週
で
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
一

川
p
h

e

M

で
彬
軟
に
し
植
地
来
民
地
で
謹
一

銭
桂
一円改
良
に
つ
い
て
は
、
昭
一

&
堅
く
、
設
約
業
も
真
剣
そ
の

.
v‘
.

肥
白
に
乏
し
い
事
館
と
は
第
三
一和
三
十
三
年
皮
、
道
五
北
海
道
一

も
白
で
し
た
。
人
々
は
.
最
喧

'
o

」
記
越
に
よ
る
宮
崎
じ
非
ぽ
に
堅
一立
畳
業
試
敏
一
一前
厄
調
査
定
番
艶
一

の
野
力

t
掻
L
h怖
が
ら
.
常

に
一

円
渇
担
保
に
於
て
L
緊
急
関
川
正
に

一
層
リ
伺
産
主
切
ー↑和
し
て
一滑
な
士
庖

c稽
置
さ
れ
て

い
る
一し
て
寝
施
し
た
が
そ
白
縫
巣
由
一

息
作
生
新
b
げ
ん
き
主
な
常
持
一拓
山
hvd
t

以
っ
て
、
執
後
開
拓
一
レ

ム
弐
加
で
7
.

一

二
の
よ
う
危
土
也
か
ら
排
水
一
貴
科
に
よ
る
と
曲
皿
住
は
全
般
的
一

生
持
っ
て
い
ま
し
た
・
己
の
努
一
が
関
曲
さ
れ
て
か
り
十
一
エ
ハ守
山
一

H

開
拓
叫
に
引
、

て

復
一不
一比
に
え
ろ
箇
刷
仏
参
〈
潤
水一

に
強
〈
な
〈
・
作
土
の
喝
合
比一

力
が
安
全
結
び
.
近
年
に
な
レ

一議
片
を
い間
た
わ
け
で
す

が

其

一叫
'E
机
沓
し
て

L
A
事
〈
心
問
一す
る
結
果
世
揺
u
k
ず
る
、
ニ
れ
一
v
H平
均
六
で
心
土
に
黛
て
松
一

盤
作
が
や
っ
て
き
ま
し
た

一
一
山
間・

再
燃
舟
件
特
に
土
地
条
一
並
ム
あ
り
・
何
れ
も
早川期
解
法
一
が
需
地
区
計
一
回
当
時
に
計一
回
註
一川
口
平
均
五
で
あ
り
、
右
認
の
抱
一

し
か
し

こ

れ
生
国
分
自
昇
力
一件
目
劣
慰

め
た

め

樹
冶
U
耳
石
川
瓦
軒
に
あ
る
が
.
自
ら
娯
抱
一生
以
て
呈
紺
に
巣
地
し
た
な
ら
一周
量
は
把
持
穂
度
の
四

O
R
r
一

の
せ
い
だ
と
慢
心
す
る
こ
と
な
一着

率

三

十
括
的
成
績
℃
あ
り一
可
茂
佐
山
一
世
い
土
坦
づ
く
η
に
一ぽ
片岡
君
主
車
生
高
め
る
こ
と
に
一五
O
貰
震
度
で
寄
分
で
あ
る
ど
一

〈

何

か
超
人
的
存
在
に
対
L
一後
必
辿
監
の
'
h

羽
生
冠
せ
に
円
れ
た
一
つ

L

て
も
今
後
融
制
'
盆
岨

部
週
一役
立
つ
も
り
と
考
え
る。

乙
司

一白
掴
托
玄
で
畠
る
が、

恒
当
高
一

て
感
謝
し
た
い
気
持
主
深
め
て

一結
果
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
誠
一

eも
あ
る
の
〈
明
拓
指
場
に
一辛
抱

2
8
起
し
た
が
持

京
大

工

L
主
う
に
も
見
受
け
ら
れ
峰

e

い
ま
す

。

一

に
讃
憾
に
あ
る

。

一

ヨ

る
も
の
と
し
て
卑
見
生
越
ベ

一
に
柑
待
い
た
し
た

い
現
在
。
関
一
£
れ
に
河
東

t
蹴
て
更
に
究
明

快
祭

q
は
、
こ
由
旬
待
の
奏
一

然
し
ζ

白
後
瞳
地
区
も
附
図
一

て
見
た
い
ξ

思
レ
ま
マ
。

一'問
者
は
引
=
一
種
朱
某
的
体
格
じ
一し
た

い
と
忠

い
ま
す
.

''

現
で
あ
り
ま
す
・
二
四
心
が
ぷ
一主
州
知

に
楠
討
し
、
波
本
的

h
一

関

バ
音
に
E
A
d

に
な

ツ
た
七
一品

。
が
社
画
外
に
つ
い
て
も
今
一

日
道
地
区
日
・
将
来
四
議
曇

る
人
で
し
た
ら
、
築
ち
山
続
調
一策
生
同
及
び
迫
に
#
請
す
る
と
一明
は・

何
れ
の
関

ぺ同地
h
同
じ
一後
高
最
白
蓮
度
に
よ
り
改
良
乞
一
t
置
く
な
ら
ば
-
草
地
主
申
る

や
余困問
に
符
ち
興
ず
る
こ
と
も
一共
に

開

拓

吉
剛
支
に
於
て
ーも一

よ
コ
に

ur-忠
良
と
し
て

z
同
一雄
叫
T
る

挙
げ
が
あ
る
と
思
う
一

与
す
る
盛
表
理
想
輔
が
出
業
k

主
い
で
し
土
台
・

一
年
一
度
目
一
白
興
意
欲
と
桐
俣
ワ
て、

経
世
一
外

し
な
く
・

一
応
耕
憶
件
に
政
一

深
隣
L
V

主
税
に
つ
い
て
は
、

一る
で
あ
ろ
う
が
短
め
て
大

4
司

お
祭
切
で
あ
り
え
い
毘
楽
し
む
一の
確
立
を
図
ら
な
け
れ
ば
仏
h

一躍
さ
れ

た
土
地
亡
、
立
岡
崎
品
川件
一昨情
念
開
拓
a
一時
ト
ラ

グ
タ

i
に
一努
力
士
嬰
す
る
も
由

k
考
え
る

こ
と
も
よ
L
で
L
ょ
う
・

し
か
一
は
い
と
時
論
乞
ま
た
な
い
が
、

一
に
於
て
ム
栂
め
て

明
白
地
忍
よ
一上
。
靖
械
闘
強
乞
延
描
し
た
町
一が
堆
肥
尿
の
帯
置
に
よ
る
地
官

L
・
盤
年
比
‘
毎
年
続
〈
と
は
一最
近
に
鈴
て
は
.
靖
之
そ
の
喰
一り
劣
恐
山
事
提
出
認
め
な
け
れ
一
は
妊
に
開
唱

t
凶
射
に
し
地
刀
一白
維
持
噛
越
が
胡
得
さ
れ
与
つ

限
り
ま
ぜ
ん

匂

一

換

が

認

め
ら
れ
‘
害
認
心
拘
-H
一ぽ

?hdな
に

4
FH
Z

t
な
土
一
の
低
下
土
品
め
・
か
え
っ
て
マ
一

鳩
山
支

庁
判
精
耕
民
が

ニ
う
い
今
年

F

』
そ
、
ふ
ん
ど
一
切
の
京
町
生
抱
一向
と
し

て
且
枯
一
地
糸
件
に
於
て
計
画
蹴
強
閣
情
一
イ
ナ

メ
の
嘆
索
と
な
っ
た
こ
と

し
た
よ
う
に
よ
ろ
堆
肥
田

L
宜
民何
時
直
し
て
ほ
し

い
ら
む
一的
実
踏
む
段
階
に
八
り
う
っ

と
心
悩
同
且
同
時
に
地
ブ
d
培
養
一
eあ
る
、
特
に
今
後
に
つ
い
て
一が
可
能
と
L
て
な
ら
ば、

で
す

@

(

八
束
H
-
Y
)
一
り
明
る

レ
時
党
が
見
え
始
め
之
一生
凶
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

一陸
風
化
さ
札
て
な
い
土
地
で
る
一者
と
共
に
温
ま
曹
た
が

-Z
つ
に
も
思
和
さ
れ
ゐ
の

で、

引
培
遣
に
つ
い
て
は
、

二
り
有
出
曹
に
欠
乏

ιて
い
る
事
一し
て
実
現
し
た
い
と
恩

p
 b

 

山
之
内
千
代
治

情
山
支
芹
拓
現
銀
民

積

山

忠

光

凶
‘
当
日
剰
串
u
m
v
寝
肥
鍵
袋
一
市

規
協

十
坪

(-
1
1
m
x
回
問
)

-
去、

0
0
0施
可
能

当
向
議
主
す
る
と
共
に
4

存
置

す
る

玉、

当
円
薬
物
自
信
比
夫
四
と

お
り

今
電
話

自
他
着

目
逃
尭

今
世
着

午
明
八
時
五
十
分

午
前
九
時
ご
十
分

午
後
四
悼

O
分

午
后
凶
時
三
十
分

日 主主 開 拓 地

土地作 vJ Iこついてのー考察
今 :=.Íl町 関 ~';: i 長保
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| てす挙て・ つ へき 告 ま〈& z 有名 あ @鞠 とつfUJぃ

い が使彼 て の れ 知 童醤t 書でた き 」る にで た 蓮 子 こ E 

1 ろ 、 生 ら t... な節目い由 たあ 土 い供 ; 
1 いこ 活 忙"f地 かと 虚 &る 盟 主

管ET; ろの由 第 うがつ較 と長湿境 aZRE 恵，ζ え Eに tすい ん (1) ミ

た 場場 ニ こ す た衡 し遇 、に まれ る光比 供干る ぅ ν 
! 意 が:t>;円 』ヒ で 唱 に た訟 とお が な こをえ の 1 
i 味EE与E11 '/Cによ疋 で〈 町あかと 怯 i 

再f ts 議 = ーーが りの で俸明 て 制町す飽 和 もつ E守快閣 1宿E聖書三
、‘ g 摩選.入、 配給、島まり でた〈住所が 0こ す・にLい者る 住白 忙宿で せれち十二・ 住毘 チ7d-ふ tえと干t以二上 す 四で 困 .1(， 

亀午 が 壁か にす 突 は 住民 て を民京た 年屯 議雪 1f ら 供たつ 串る 't-u ' 
軍 出 お支 ・の つ 里見お{主 た う司lこ七と 住
4 来〈 図 式 き に 〈民 絡蹟イコ0) と 月 L‘ 思惑境

な れが 切 り ょ た再と は一 号 館 う~ i!I い な な け つ め に お背 日都 民三病 か え
2 よ いい 事 λ て 白 訟を リ きよ 度 ~に の 扇ド 、 '7 
話 う 。 。 カ ば 私 も せ も で ん り仕 玉 三 il'l者 に が
ぽ た り ・産め て つ 、も実昭 録 襲日間

T まな う な 白モ ! 冥四 品 い 事 が縄 出 主 主
4・ 回 L r引 い司君 ピ以受 ら こ 1f; る Jl'i.で それ

輸
!仕 2くの民生 h 会 白 h ろ る ろ は い へ、 る 続 結

十 車E 場 予 ì~ 吋 受 よ れ い。 t 起 tttiEt の 埋 L な 財‘g;果
， 回 入伶 録に で け つる ろ ろ 均 £ぐ'l' ち 、ど 戸 時1と と

目 、 な ーすち .な な な れ ま !!!¥し
以 鼠出転 にも くか れ 行に 恥 綜 い.刀ι、 す.田火主Eて た 事を君外夜Ii!主広告物i.eぃ霞、て むり

i 内 生 出 れて ら る 政 窃 I!l 0 ，- I ヒレ 'cげ E 吠直信怠志学聾 は 寸d -@ 

で レ U.Jな 仕 事Lこ上 が が な思索た れ る盛場19F } 不良守3句え匂す 立 場 い なた とり す受 つら ζ 不
L告 よ ら ち が サ 〈・付 て 白 と 健

り援 断 合長 田 図発 ;r.:: レ 茶 k茶 い寸子育 ⑨ 
幹 副 会役 いを の 会 開る違納 犬 会 今 に 茶ま緊 緑 位 指 縁る が 茶

全会全 会 員 仕 役 速 liiI.催た と続 f堅 金 二 索 す ( 茶 担 よ 事の ヨ寄碑E にお
事 長長 t1太 場 合 に の め 活 貯 に 町 I位・ テ に 承 ひに 且緑茶 も は総子六 喧.. 

衣 田 内金布、 動 時 一 納 = 勺怯 知 まは つ 常 一

松村 伊 工回犬白書誌に tい町内 去の位 ‘型車 館 組税合会 %王 ν 特霊の つ 玉 との eの ご 家
上海藤 中 之務 事 曾て 納 る総 合 広 吉 震 〉 仔 再で品 種 効

谷 常 了 栄 午代縁おり限喪 凪L事納表前入月告的世の; れま I番来 E三 含を おり守が !Wす・且用 顕が 主茶L 閉畑

保 訟一 作 吉 広 で が事 ・ 貯叫 組蓄合 二選全 氏 し が iE % 三と で あ ホ 苫 aまりb 庭
司かあ 務 事 蓄 十 営 な た は れ Lす.る れ島
-た耳u曹飽五を も 一 点I てて二 番 て 竜

り と 強 L肉 こ 白 金 つ若 外合内% 昭和三十三年度結かく検診実施円程 ま心 で 心 、生 れは も 湿れ レア メ
す 気 す の 陸 興 室 、つ 水 て藁ル

(市街地区を除 )̂ がをか 効 気奮 白 一 てに少に カ

⑥(乳印) は本乳年幼度重点地区 、 爽ら、 をさみ つ いよく事 P~ .Qd ~ ， 
、 印 11: 児長会診を 併せ で 行 うとこ ろ 事快適 ~ 払党 すまk ，主 ま〈 な<.イ..n

"" 量 に 度り い こす と ドて .

下記回日程で本年度D結縁検診を実錯しますから金町民世 に Fに ま 、を叡傍 .， けまり奪 E ぃ ・・哩1;
由 る 依すま た 革 扇 す 白 ーま y

必ず検診t受げられる識にして下書い み 効 用 ・た 踏め が い 成種す時.，'r ' ~ " 
@ @ @ιo e @ i ~曲 が す 到 なやで 苦 苦 長 司

ぎ ある 尿 お筋 すレ昧 に

1 量豊1¥. ，a樟 種 光 種住 中 花 勢 対 ま う 位 @ ー@ 政 z L--E1Z 
iI I 帯 でで 、フ れ ンて ま せと

中 申 中 申 中 中
技-小中主量鮫-，主，J中主j て 、す何-民 パ る 、̂ る 古 川 書

申 中 i t1曹三 の つ ン を がもま C， "'" 
'.， . ~ 般生般生般生舷生態生般生舷生舷生鮫主舷 !1.，・ 1泊た@に な '&:， 0") i l i:~:; な|

" 111 1111 ，10 ，10 10 lO一一1一0一一10時一iO'lO 10 ür:~T I I 立回で 7 V‘" すまりで て 、 け11 111 11 J1 ，JU ' つ ξ も ラ μ B す L 仕 れ
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